
未来カルテと未来ワークショップにつ
いて
千葉大学大学院社会科学研究院教授 倉阪秀史
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人的資本基盤の劣化

人工資本基盤の劣化
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自然資本基盤の劣化

社会関係資本基盤の劣化
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幸せな生活を支えるストックの健全さを持続させる
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林地管理

漁場管理

資本基盤の維持管理
を行う産業部門

持続部門
シェア
サービス

生産年齢人口が減少する中、資本基盤の手入れ
を行う経済部門の人手不足が社会的課題となる

成長部門 持続部門

域外に顧客を持ち、外
部から域内に収入をも
たらす産業部門

資本基盤の維持管理
（手入れ）を行う産業部
門

global local資源集約的 労働集約的

大量生産可能、競争にさらさ
れるが、それに打ち勝てば、
高収入の可能性

手入れ対象に応じたサービス
提供が必要、技能が求められ
るが、きつい割りに低収入
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20年後の未来を予測することは難しい。しかし、
物理的な資本基盤（ひと、もの、しぜん）が、現
在、各自治体にどれだけあるか、いつできたも
のかを把握することはできる。また、このまま
で推移した場合、これらを維持管理するため
の労働力（手入れ労働）が確保できるかどうか
を推測することはできる。この結果を、自治体
別に視覚化すれば、近未来の人口減少のイン
パクトに気づくことができるのではないか。

未来カルテ
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未来カルテ

物理的ストック（人的・人工・
自然資本）の近未来の状況を予
測し、将来の課題に気づくため
の未来シミュレータを開発し、
全市町村の未来カルテの公開し
ている。

このままの傾向で進むと、人的資本の維持
サービス（保育、教育、医療、介護）に関
する需給ギャップ、住宅の需給ギャップ、
農地の耕作ギャップ、財政の収支ギャップ
などが、どのように発生するのかを、全国
の市町村ごとに予測するもの

「未来カルテ」を補助線として2050年を考える

JST/RISTEXの研究プロジェクト「多世代参加によるストックマネジメント
手法の普及を通じた地方自治体での持続可能性の確保」（通称：
OPoSSuM：Open Project on Stock Sustainability Management)の成果物として
「未来カルテ発行プログラム」を公開。http://opossum.jpn.org/

• このままの傾向が2050年まで続いたとしたら、どのような未来
になるかを示すもの。 「気づきのための予測」

• 将来は「政策」によって変えることができる。

• 2050年からのバックキャスティングによって、政策形成を考え
る素材となる。

「政策」：社会的課題を解決するために制度（ルール）を変えるための活動

Mr. OPoSSuM
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「未来カルテ」はどのように作られているか

国立社会保障・人口問題研究所の
市町村別人口予測を用いました。
（平成30年推計）

2000年、2005年、2010年、2015年
の国勢調査に見られる、男女5歳
区分別・産業大分類の就業者人口
の変化傾向が2050年まで続くと仮
定して、各市町村の産業大分類別
の就業者人口比率を予測しました。
15-24歳の世代の産業別就業者数比
率は、2015年の値が固定されると
仮定しました。① 男女5歳区分別の2015年の就業者人口比

率（市町村別）が固定されると仮定し、
該当する市町村の人口予測にかけて、
将来の就業者人口数を予測しました。
②

1999年以降の男女5歳区分別の患者比
率の傾向から将来の患者比率（全国）
を予測し、該当する市町村の人口予測
にかけて市町村別患者数を予測しまし
た。

該当する市町村の人口予測から、保育
対象年齢、小学校、中学校対象年齢の
数を取り出しました。

厚生労働省が用いている研究結果にあ
る男女5歳区分別の認知症患者比率
（全国）を用いて、該当する市町村の
人口予測にかけて市町村別認知症患者
数を予測しました。

2015年の介護保険事業報告にある市町
村別65歳以上男女5歳区分別の要介護者
比率が固定されると仮定し、該当する
市町村の人口予測にかけて、将来の要
介護者数を予測しました。

①と②からその市町村の産業大分類別
就業者人口を予測しました。③

2015年の各市町村の産業大分類別就業者
人口に占める保育士・教員・医師・介護
事業者比率が将来も固定されると仮定し
て、③を用いて、これらの将来の就業数
を予測しました。

市町村コードを
入力すれば、そ
の市町村の予測
が入手できるよ

未来シミュレーターの内容

未来カルテ発行プログラムの公開

自治体コードを入力すれ
ば、全自治体の人口減少
のインパクトに関する
データが入手できるプロ
グラムを公開(2017.10)。
2020年7月に、「未来カ
ルテ2050」を公開。

14

http://opossum.jpn.org/

累計2万5千
ダウンロード
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広域的な未来カルテの使用例

複数の市町村の未来カルテデータを集計す
ることによって、基礎自治体を超えた検討
を行うことも可能

未来総理ワークショップ（2018）では、人口
集中自治体と過疎自治体について集計比較

にしのおもて未来ワークショップ（2020）で
は、西之表市のみならず、種子島（1市2町）
のデータを集計して比較

未来総理ワークショップ（2018.11.11）資料より

にしのおもて未来ワークショップ（2020.8.19）資料より

地域を細分化した未来カルテの使用例

千葉大学・市原
市・君津市共同
研究（2020）
「『里山房総』
構想の提案」で
は、各市を細分
化した未来カル
テを作成し、地
区間の比較を実
施した。
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未来ワークショップ

未来ワークショップ

未来カルテを用いて、地域の将
来を担う中高生や若手社会人に、
このまま推移すると2050年にな
にが起こりうるかを伝え、未来
市長として、政策提言を考える
ワークショップ

上総牛久の
未来地図

現市長と未来市
長の記念写真

まちあるき
とワーク
ショップ
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未来ワークショップの開催状況
いちはら未来ワークショップ（2015年8月22日、23日）（千葉県市原市）中学生39人、高校生2人参加

いちはらの未来を考えるシニアワークショップ（2016年3月24日）65歳以上10名参加

やちよ未来ワークショップ（2016年11月23日）中学生11人、高校生9人参加

静岡県次代を担う若者たちによる県民会議「キックオフミーティング 未来を知ろう 未来シミュレーターで見る静岡県の未来」
（2017年2月5日）静岡県内に在住、在学または在勤する15歳～30歳 36名参加

たてやま未来ワークショップ（2017年8月7日）中学生29人、高校生14人参加（うち2人特別支援学校生）

まつど未来ワークショップ（2017年10月14日）中学生15人、大学生7人参加

まつど未来ワークショップ（市職員研修）（2017年10月20日）20代の若手市役所職員29名参加

奈良市未来ワークショップ（2017年11月18日）中学生4人、高校生35人参加

にしのおもて未来ワークショップ（2018年8月29日）中学生15人、高校生22人参加

まつど未来議会（2018年11月10日）小学5，6年生11名参加

サイエンスアゴラ「未来総理になって考える日本の未来」（2018年11月11日）高校生6名、研究者2名、起業家2名参加

にしのおもて未来ワークショップ（2019年8月20日）中学生26名、高校生24名参加（総合的な学習の時間の一環として事前授業実施）

くじゅうくり未来ワークショップ（2019年9月1日）中学生2名、高校生16名、町職員6名参加

かつやま未来ワークショップ（2019年10月2日、12月16日）勝山高校1年生全員（100名）参加（総合的な学習の時間の一環）

きたなごや未来ワークショップ（2020年2月15日）高校から20代の17名、市職員6名参加

のべおか未来ワークショップ（2020年2月22日）中学生23名、高校生22名参加

きくち未来ワークショップ（2020年2月23日）中学生39名参加

たがわ未来ワークショップ（2020年7月8日、22日、29日、8月5日、12日）市職員12名参加（半リモート開催（参加者は集合、進行はリ
モート））

にしのおもて未来ワークショップ（2020年8月19日）中学生21名、高校生31名参加（半リモート開催、総合的な学習の時間の一環）

その他、千葉大学「若者の政治参加を考える」、多摩美術大学「環境問題論」、東北大学大学院環境科学研究科「先進社会環境学
演習1」などにおいて未来カルテを用いたワークショップを実施。

千葉県松戸市, 2017.10.14; 2017.10.20
（市職員研修）, 2018.11.10（小学5，6年生）

千葉県八千代市, 2016.11.23

千葉県市原市, 2015.8.22-23（初開催） 2016.3.24（シニアWS）

千葉県九十九里町, 2019.9.1

千葉県館山市, 2017.8.7（特別支援学校生参加）

静岡県. 2017.2.5（県内5圏域別未来カルテ）

愛知県北名古屋市, 2020.2.15

福井県勝山市, 2019.10.2
（勝山高校1年生全員対象）

奈良県奈良市, 2018.11.18
（エネルギー自給率向上WS）

宮崎県延岡市, 2020.2.22

熊本県菊池市, 
2020.2.23-24

鹿児島県西之表市, 2018.8.29, 
2019.8.20（種子島高校で事前事後授業、種子島中学で事前授業）
2020.8.19（半リモート開催、事前事後授業）

東北大学. 2018.7.13（実験WS）未来総理ワークショップ, 2018.11.11
（全国、人口集中市町村、過疎市町村集計）

山梨県甲府市. 2019.12.22（市独自開催）

全国に広がる未来
ワークショップ

NPO法人地域持続研究所を2017年に
設立し、未来ワークショップの開催
支援などの業務を実施しています。
（連絡先）recpa@chiba-u.jp

福岡県田川市
2020.7.8-8.12
（半リモート：5回）

千葉県君津市, 2020.12.19（完全リモート開催予定）
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にしのおもて
未来ワーク
ショップ

2018年8月29日＠鹿児島県西之表市
中学生15人、高校生22人参加

23

未来ワークショップスケジュール
（にしのおもて未来ワークショップ 2018.8.29）

8:30 受付開始

8:50-9:20 オリエンテーション（未来市長バッジ交
付、事前アンケート回収、「仲良くなろう」）

9:20-10:00 未来シミュレーター結果

10:00-10:15 つながり調査結果

10:15-10:25 休憩

10:25-10:40 西之表市のエネルギー

10:40-10:55 西之表市の産業と観光の現状と展望

10:55-11:10 西之表市での移住／定住政策

11:10-11:25 西之表市の歴史から未来を見つめる

11:25-11:35 質問票の書き出し

11:35-12:40 昼食

12:15-12:40 リクリエーション・ハグル

12:40-13:00 質問への回答

13:00-13:40 未来市長が直面している課題の書き出
し（グループ作業）

13:40-13:50 休憩

13:50-14:30 未来市長から今の市長への提言項目の
書き出し（グループ作業）

14:30-14:45 提言の優先順位付け

・ 他のグループから「いいね」シールをもらい
ます。

14:45-14:55 休憩

14:55-15:10 提言発表の準備

15:10-15:40 未来市長から八板市長への提言発表・
意見交換

・ 八板市長が出席します。

15:40-16:10 終了式（事後アンケート回答）写真撮
影
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空き家をリ フォームして活
用する

空き家でフリマをする

空き家を観光客が来るよう
なお店やカフェにする

ごみ拾い

様々な伝統について詳しく
書いた本をつくる

種子島についての劇などを
する（ 島民向け）

授業で（ or遠足） 種子島に
ついて学ぶ

伝統芸能に興味のある人に
呼びかける

祭りなどのイベント で語り
べさんを雇う

学校の学習に取り入れる

耐震構造の建物に変える
災害マップを市の各場所に
設置する

被害を最小限にとどめる

親にとってうれしいサービ
スをする

出生手当てを出す

年間で子供を育てるための
補助金を出す

台風発電

エネルギーの節約

風力発電を増やす

種子島を都会みたいにする

店ができてほしい

楽しい島にする

地域の人たちどうしの交流
の場をふやす

他県との交流や関わり を増
やす

働ける高齢者を増やす

医療系の大学に進学する島
出身者に補助金などを作る

学校などで産業に興味をも
てるような授業をする（ 島
民向け）

学校で医療とか介護の資格
をとれるようにする

種中、 種高を県上位レベル
の進学校にする

教育環境（ 学校の設備） を
もっと良くする。 若者の減
りも少なくなる。

小・ 中学校のへん差値UP

外国の方をたくさん受け入
れるために、語学をめっ
ちゃする

バス、 船など交通の便を増
やす

バスを増やす（ そして値段
をもっと下げる）

交通きかんの充実

島内の移動をしやすい環境
づくり

みなとから観光地までの道
を分かりやすく示す

ハザードマップをもっと多
くの人に知ってもらうべき

事前にかんづめやカップ
ラーメンなどを備えておく

市から防災グッズを支給す
る

島で結婚する人を補助する

婚活を開く

一人あたり ２ ～３ 人子ども
を産む

子どもの多い家族に市から
贈物などを送る

チェーン店をつくる（ マッ
クとかミスド とか）

学生が遊べる場所をつくる

中学校の体育館、校庭など
を休日貸し出しOKにする。
貸し出してるとこをふやす

介護の求人を増やし職場も
増やす→こどく死（ 小） 人
手不足（ 小）

島外にも介護士の求人票を
だす

病院と老人ホームなどを合
併し広くする（ １ つのとこ
ろに集まることで、 人員の
負担も少しへる）

地域のものを食べる

種子島内で８ 割の食べ物を
自給できるよう野菜の輸出
入はやめる

島の郷土料理を安価で食べ
られる場所をつくる

働きたい人を島外から募集

ひとを島外から呼び込む
大学卒業後、島に帰ってく
る

学校などで種子島の歴史に
ついて講座をする

みんなでご飯食べにいく

外食したくなるようなイベ
ント を設ける

島の歴史を知るイベント を
行う

おじいちゃん、 おばあちゃ
んによる、 昔話をきくきか
いをもうける

劇などで種子島弁を用いる

冬を代表する祭り を新しく
始める

月に１ 回種子弁dayを作る

学校などにイベント や行事
の情報を流す

一人暮らしの高齢者を支援
する制度

高齢者を集め、地域ごとに
1ヶ月に1回マスゲームや
ゲート ボールなど高齢者の
会をつくる

○才以上は一人暮らしをな
るべくしないなどのきまり
をつくる

月に1回は、 高齢者と若い
人がふれあうイベント を開
けば、 こどく死がなくなる

近所の高齢者と親しくなる

簡単なインターネット 機器
の宣伝＆使う時のサポート

年に数回、 募金活動を行う
→それを税金などにあてる

木を植える

各家々で使わなくなったも
のを集め、 市主催のフリー
マーケット を開く

３ Ｒ をてっていする

市全体の取り組みで、 バイ
オマス発電に使える作物の
残りのカスを集め発電する
施設をつくる

１ 市２ 町合併する

空き家はこわす

例えば、榕城の人口が多
く、現和が少ない場合は、
榕城の人の２ 、 ３ 割が現和
に住む

島内⇔島外の移動手段を増
やして観光客UP

種子島と鹿児島本土をつな
ぐ橋を作る

中高生限定でタクシー半額

自動運転

東京⇔種子島、 大阪⇔種子
島など直行便の船（ 飛行
機） を作る

飛行機で旅行しやすいよう
にする

どんがバスの活動範囲拡大

種子島の農作物をブランド
化する

広い土地を活かして光で野
菜を育てる施設をたくさん
作る

ふるさと納税でもっと他の
県の人から納税してもらう

芸術家を呼び込み、 生活支
援を行う（ 副業で農業をし
てもらう）

全国の農大の農業をしたい
人に受け入れ先として宣伝
する

持ち手のいない空き家に絵
をかき、観光地化

空き家を壊してショッピン
グセンターや新しい施設を
たてる

空き家を他のものに利用し
て、空き家を減らす

空き家を活用した宿を作成

空き家を服屋さんなど若者
向けの店にする

文化的魅力を利用したイベ
ント の実施

祭りを増やす

島に帰って来たくなるよう
な建物や祭り を作る

熊毛地区合同観光ツアー

文化財のPR
知名度をもっともっと上げ
る

聖地巡礼を活用したツアー
の実施

子どもが遊びに行ける施設
を作る

新しい仕事を取り入れる

将来子供がつきたいと思う
仕事を増やす

「 子育てしやすい町」 とし
てアピールする　医療費を
少なくするとか

出産するたびに補助金を与
える

宇宙開発に関する学科の設
置

ラ・ サールみたいな進学校
を作る

海岸せいそうの呼びかけを
行う

放棄ゴミの回収

持続可能商品を作り 、 ゴミ
の削減 紙・ 布・ ちゅう芥類のリ

デュース制度をつくる

温暖化を防ぐために、 ごみ
の後始末などをしっかり行
う

農業廃棄物のエネルギー利
用（ 再生可能エネルギー）

移住者へ種子島ならではの
面白い特権を与える

移住者が生活しやすいよう
に町をつくる

移住者が増えるような取り
組み

防災マップなどを配る

災害について意識を高める

エネルギー自給率の引き上
げ

地産地消の推進

市の予算の見直し

温室効果ガスのはたらきや
対策をまとめたフリーペー
パーの制作

高齢の年齢を引き上げて、
元気な、おじいちゃん、お
ばあちゃんは働かせる

種子島のことを他の地域の
人にもっともっとアピール
して、 移住者を増やし、人
手不足を解消する

鹿児島本土と種子島の間に
橋をかける

もっと市で動いているバス
を活用する

船の運賃代は、 所得が高い
人ほど値段が高くなる制度
にする

鹿児島を安く往来できるよ
うにする

自動運転

授業のやり方を変える！た
だ先生の話を聞くだけでな
く、グループになって、自
分の考えを相手に伝える方
法の授業にする

子供が多い家族には、 たく
さんの補助金を与えるよう
にする

防災訓練をもっと定期的に
強制的に行い、 皆の意識も
高めるようにする

地域活動でのボランティア
（ 海岸せいそう）

プラスチックを使わずに、
飲み物を買う時は、 マイボ
ト ルを持ち歩いて、 量り売
り制度にすると、資源の節
約になる

市長が、財政の使い道につ
いて、 市民に分かりやすく
伝え、 市民の意見を聞いて
調整する

現在の財政の見直しをし、
無駄な費用を見つけ出す

全国から高いお金で人を
雇って、伝統・ 郷土芸能を
継がせる

新しい踊り をつくる

種子島の伝統をもっと知っ
て興味をもつ

建物が老朽化しないよう定
期的にチェックをし、 修理
も行う

空き家を利用して介護施設
を建てる

馬毛島をアメリ カの軍にあ
げるのではなく、 再生可能
エネルギーである太陽光、
風力、 潮力を使った発電所
を作ったら、地球温暖化対
策にもつながると思う

種子島の強い風を利用し
て、風力発電に力をいれて
いく

水力発電をまたつくる

防災無線がすべての家庭に
まわっているわけではない
ので、 各家庭につけること
でつながり も強くなると思
う

種子島のPR動画を作る

高齢者のつながり をふやす
ための交流会や地域活動を
する

地域のイベント を増やし
て、積極的に参加するよう
に呼びかける

高齢者と若者で文化交流

イベント を増やし、 人々の
「 つながり」 を保つ

体験移住をもっといろいろ
な種類で行う（ 例） 農家移
住、漁師移住

子供がいる家庭を超優遇す
る

ボランティアをし、 ごみ拾
いなどを積極的にして、自
然を守る

みんなでごみ拾いをする

地域の文化を子孫へとつな
いでいく

観光客に対して島の文化を
体験してもらうツアーを行
う

建物をふやす

ゲーム機を少なくする

宿泊施設として貸し出す
無料で貸し出す

空き家の使える木材を次、
家を作るときにつかう

空き家をなにかに利用する
空き家をだれでも使える
きゅうけい所などにする

移住者に使ってもらう

空き家を壊す

老人ホームにロボット を導
入する

老人ホームをもっと多くの
人が使える広さ、設備にす
る

土地の値段を安くして農業
をしやすくする

土地、 道具を貸し出して農
業をはじめやすくする

70才以上になったら人々
は、農業以外の仕事をして
はいけないという義務をつ
くればいい

海やロケット など、 種子島
の良いところをもっとPR
し 、人口増加につなげる

種子島をいろいろな文化の
「 聖地」 として観光地化す
る

映える場所などを作り 、若
者の観光客を増やす

種子島の知名度を上げる
（ SNSで）

バスの値段を安くする

歳入を増やす（ 資源をつ
かって収入を増加）

ふるさと納税を充実させる

フリーマーケット を行う

いろいろなところにごみ捨
て場（ ごみ箱） を設置する

リサイクルごみを出さない
レジ袋を廃止してマイバッ
クを使う

ペット ボト ル禁止　水とう
を持つ

室内での冷房の設置

災害の備えをする

一人一人の災害への意識を
高めさせるために、学校以
外でも避難訓練をする

災害に備えて、ひなん場所
などをはあくしておく

伝統工芸品などの体験活動
を行い、後継人を探す

文化財をPRする動画をつく
る

文化財の模型をつくり 、お
みやげの店に置いておけば
よいのではないか

学校などで種子島の伝統な
どを体験させ、興味をもた
せる

祭りなどで若い人を中心に
毎回行うようにする

種子島でも他の県のよう
に、ツアーを行えばよいの
ではないか？（ 例） 歴史ツ
アーなど

Ｖ Ｒ を使う３ Ｄ で歴史を体
験

郷土芸能をひろうしたりし
て有名にする

体育大会とかで文化がなく
ならないようにする

伝統芸能や文化財などをど
んなものなのか説明して、
受け継いでくれる人を探す

移住してもらうためにもっ
と種子島のよさを発信する

移住者の誘致（ 特にサー
ファー）

子供を育てやすい町を作り
子供連れの移住者をふやす
（ 自然での遊び。種子島で
しかできない教育などをす
る）

移住・ 定住の呼びかけ

風力発電と太陽光発電を一
緒に行えばよいのではない
か

再生可能エネルギーの使用
を増やしていく

水素ステーションの導入

バイオマス燃料などの研究
をできるだけ早くし 、ごみ
など利用して電力をつくる
→ごみ、資源利用の減少

種子島の特産品をもっと全
国に宣伝する

日本語の看板と外国語の看
板を別に作ればよいのでは
ないか

種子島のアピールできる所
を見つけ、宣伝する

種子島に来る人々の目的を
しっかりと把握し、 多かっ
た目的を改良したり、 もっ
と宣伝したりする

地域の人々で協力し、 高齢
者の家をまわる

一人暮らしの高齢者の家に
挨拶に言ったり 、会話した
りする

高齢者のコミュニティをつ
くってつながり を保障

老人の交流イベント を行う

70代以上の人用の交流セン
ターを作るのがよいのでは
ないか

地域での交流をふやす

退職する年齢を決めない

高齢者に自宅での仕事をす
すめればよいのではないか

高齢者って働きたいのか、
意向調査 高齢者の家へホームステイ定年退職をなくす

種子島高校に宇宙開発コー
ス

特別な学科をつくる専門学校をつくる

種子島に介護士の学校をつ
くる

種子島に帰って来て働くこ
とを条件の進学援助

固定的な経費を減らす

ごみを減らしてごみ処理費
用を削減

自宅で介護を行い、定期的
に介護士が訪問するように
したらよいのではないか

介護士の給料を高くする

在住者にどんなものを作っ
てほしいかのアンケート を
行えばよいのだろうか

中学3年生に仕事について
の会を開けばよいのではな
いか

捨てているものをたくさん
分別してリサイクルする

３ Ｒ の促進（ リ ユース、 リ
デュース、 リサイクル）

家に１ つの植物を植えるこ
とを義務づければよいので
はないか

戦争を体験した高齢者から
の話をしてもらう

1年に1回、 学校で戦争につ
いての授業を行えばよいの
ではないか

健康に年を重ねられるよう
な支援→介護が減る、 高齢
化が進んでも医療費減、労
働力確保

空き家で高齢者による○○
教室、 〇〇体験

大字地域に大規模な集合住
宅を作り、 一人暮らしの高
齢者を住まわせる

屋内スポーツ施設（ プー
ル、サッカー、 野球など）
を建設し、 観光客を増やす

空き家に一人ずつ妖怪を住
まわせるツアー化を図る

空き家の有効活用→外国人
向けの宿泊施設

空き家でカフェ＋種子島の
無形文化財

学校の中で行事に取り組む
時間をつくる

種子島の子どもが種子島に
ついて学ぶ場を増やす

伝統芸能を広める→興味を
高める→後継者（ SNSな
ど）

種子島婚活週間を作る
（ バッジをつけている人に
は声かけ自由）

定期的な出会いの場（ サロ
ン的な） →結婚→出産？

島外からのお見合い。 嫁い
でもいいなと思える安定し
た生活

大学の設立

さとうきび→エネルギー工
場→エネルギー確保
→雇用

空き地を活用し、 大規模農
場会社の設立

先進アイデアを社会実験す
る島にする（ 視察客も増え
る） 「 島ルール」

自動運転やＡ Ｉ の特区化で
実証試験を行い、交通や人
手不足の解決

飛行機や船の無人化、 自動
運転

セグウェイ等のパーソナル
モビリティ機器の活用特区
（ 公道解禁）

子連れ型研修システムの導
入（ 運転免許、介護ヘル
パー等）

ロケット 産業の創出に向け
た取り組みをする

自治体出資のエネルギー会
社設立（ 自治体新電力）

バガス等を活用し、 高速
船・ フェリーを運転する。
技術開発

島内の交通をもっと便利
に。 ・ 観光客・ 職の増加

大隅半島と種子島を橋で結
ぶ

高速船の利用の少ない便を
割安にする

「 馬毛島から泳いで来よ
う」 イベント の開催

バーチャル市民。電子市民
制度。 旅行者や訪問者を準
島民として、交流人口や観
光客をふやす

島外・ 海外の人にも分かり
やすい看板・ パンフレット
を作成

観光客増→①飛行機や高速
船もなくならない②財源も
確保

台風発電（ 集風型建築等と
ハイテク蓄電）

波力or潮流発電と波の静か
な海水浴場

温泉を掘って、 地熱発電も
やる

風力発電を各家庭で台風の
際の緊張電源

再生エネルギー利用の技術
開発

出会い 出生・子育て

Uターン

移住・定住

看護・ 医療の短期大学を設
置

高齢者

高齢者労働

老人ホーム

介護医療人材

高齢者のつなが
り

教育

新設

質の向上

人口

観光地に行くバスの便をつ
くる

交通

島外と 島内 実験

空き家

活用する 壊す

職業・産業

平
和

地域・歴
史

屋久島とタイアップした観
光　登山客→流れるような
ex)高速船は必ず種子島経
由

農業

産業

エネルギー

バ
イ
オ
マ
ス

風
力

温暖化

施設

スポーツ

リサイクル

２Ｒ

３Ｒ

清掃 防災

財政

つながり

地産地消

伝統 観光

その他

社会人チーム

6班（高3女,高2男,高2女2,中３男,中1男）

1班（高2男,高2女3,中３女,中２男,中1男）

2班（高2男,高2女3,中３女,中1男）

3班（高3男,高2男,高2女2,中2女,中1男）

4班（高2女3,中３男,中２女,中1男）

5班（高3男,高2女2,中３女,中２男,中1男）

ＰＲ

農家を増やす！

農業者にしえんのお金を
送って頑張ってもらう

松戸市特産の野菜の開発
（ブランド）（市主導）

梨などをもっと売るとい
うか松戸ならではに！

強度の高い家

地震の体験 逃げ場所の確保
↑市が推進・情報提供

市街路の幅員の拡大

再生可能エネルギーの活
用化！

各学校に太陽光パネルを
つくる！

太陽光パネルの増加→市
が補助金、電気買い取り

エネルギー不足→少エネ
ルギーで使える物の開発

グリーンカーテンをもっ
と増やす

江戸川や坂川をきれい
に！！！

老人ホームの人に花を育
ててもらう（二酸化炭
素）

温暖化、地区での呼びか
け定期的に

東京から近い緑として21
世紀の森と広場を改革・
宣伝

空き家をこわし他のもの
に活用する

かたよりが出たのをわざ
とその地域の特色として
使う

松戸中央公園の改修→緑
多様な近代的公園へ

松戸で新たなキャラク
ターをつくり人を集める

イベント開催

梨祭り！梨をふるまう！

矢切りの渡しを上手に活
用！

空き屋→壊す→病院に

空き屋→壊す→農地

空き屋→活用

建物は有利に使う

有名キャラにおしえても
らう

他の地域との連携！コラ
ボ！！

イベントで募金

老人と若者が同じアク
ティビティを楽しむ企画
の実施（市）

病院を増やす

老人を外に出す→健康促
進

病院の1つひとつを大きく
して病院をふやす

生徒数の減少→学校を破
壊→新しい土地→病院

少子化問題をうったえる

産む人を増やす→結婚す
る！（25歳以上は絶対な
ど義務づける）

人を増やして働いてもら
う

2つの仕事をやっても良い
ことにする

教員→農家に

人気のない職は小中学校
にいってアピールする

教員などで余った人を人
不足のところにまわす
（例）農業・介護士

IT・アニメなど新産業の
誘致

高齢者も働けるような肉
体労働のない仕事をつく
る

税が高くならないよう
余っている人に別の職に
つかせ働かせる

高齢者で働いている人は
あまり体力を使わない職
業にする

高齢者の学校ほうもん

老人に対する常識をあた
りまえに

環境問題に対する意識を
高める

フェンスを高くして屋上
に入れるように

学校での屋上で農業体験

地球が今後どうなってし
まうかをうったえる！

小学校への温暖化の呼び
かけ→各家庭へ

具体的なグラフを小学校
に見せにいく

小学校へ高齢者の知識を
与える

教員が余る→1クラス2人
にする

募金の期間を長く！

市内校で少人数学級の実
施,アクティブラーニング
の導入,グループワーク

はいきガスを減らす呼び
かけ！小学校→家
↑市長が

学→子供→家でんたつ！

学校の子供に農業を体験
してもらいできた物を料
理などで利用する

各学校ごとに何か食べ物
を作ってその学校でたべ
る

子どもを産むときのお金
を減らす

子育て関連などで最高の
ベッドタウンを作る

健康寿命を長くするため
に、食事・運動を教室

福祉施設の増加（都心に
比べ地価が低い）

介護士を増やすために高
校等で福祉科を増やす

高齢化が進むについて、
医師や福祉関係につきた
いと思っている人をどん
どん働かせる。そうゆう
場所を作る

介護施設を増やす。ヘル
パーを身近な存在に…仕
事する人を増

医療に関して,病人,老人が
入院できない小さな診療
所でも建てたらどうか

病院をふやす

ポスター・CMなどを使っ
て、普段から心がけられ
るようにする

地球温暖化について,エア
コンやストーブなど, １日
に何時間使用OKとかの
ルールにしたらどうか

移動系の企業の誘致
↑ex.デリバリー企業

空き家を壊したところに
新しい家をつくる

使わない土地を畑や田ん
ぼにする

空き地を利用したコミュ
ニティガーデンなど

職場体験をする回数を増
やす

機械的農業を取り入れて
色々な世代の人たちが作
業しやすくする。呼びか
け？

幅広い農作物を生産する

地産地消の推進

野菜などの直送グループ
を作って活動する

輸入がストップされた場
合、今、農家などが減っ
ているから、松戸市に何
万人か何千人か、農家に
なるのを義務づけるの
は？できる場所を増やし
たらどうか

耐震工事を様々な場所で
行う

建物を補強したり家具を
固定するように呼びかけ
る

買いやすい値段の家具の
固定器具を売る

緑（木）を増やす

ゆるキャラを市に散りば
める

ツール・ド・江戸川の開
催

観光客を呼び込む江戸川
サイクリングロードを
使った自転車イベント

みんなが自分の市がつ
くっている食材を買った
りする

デパートを市が買い取り
産業支援

出典資金を補助して、
ラーメンデパートをつく
る

食料自給率を上げるため
に農業、水産業などを補
助

周りに呼びかけなどを取
り組む

色々な人が松戸の食べ物
を知ってもらうためにイ
ベントをやる

あまった土地などを活用
し、高齢でも働けるよう
な場所をつくる

使われていない土地を利
用し、子どもが遊べるよ
うなところをつくる

元学校などの広いスペー
スを病院にしたり、介護
士が減少していることを
ふまえ、養成所をつくる

空き家診療所

もとは学校だった土地を
地域の人達の交流の場所
や遊び場所として使う

高齢者労働組合
高齢者を働かせてお金を
稼ぐ。さらに動いて健康
に

介護士を増やす取り組み
をする

介護士を増やすために
「呼びかけをする」など
の工夫をする

働く人の収入を増やす

公務員の数を減らす

50～70の人でもできる仕
事があったらやってもら
う

宿泊施設（ペンションな
ど）の増加

リーダー育成。若い人が
年をとったときに下の世
代に継げる政策

他市との連携で就業人口
を他市とならす

税金を少し上げる

税を増やす代わりに物価
を安くする

農業センター、直売所を
つくる

東京の人に松戸で週末な
ど農業をしてもらう

若い農業者への受給制度

使っていない土地を空き
地にして、子どもの遊び
場にする

子どもと大人で運動

ウォークスタンプラリー
でゴミ拾い

空き家を仮病院にする

先生を減らして病床を増
やす

介護を家でもできるよう
な制度

介護施設を増やす

大人の「体育」義務化

自転車で暮らしやすいま
ち

ガソリンをあまりつかわ
ないようにする

エネルギーを増やす

ソーラーパネルを空いて
いる土地に置く

公共機関のすすめ
もったいない運動を世の
中に広める

江戸川で涼む

ゴミの分別をきちんと

ゴミはゴミ箱に

川をきれいにする

市の災害意識を高める

災害についての認識を広
げる（ＨＰ，災害Ｄａ
ｙ、呼びかけなど）

小中学校の集約

市外からの子供を受け付
けて増やす

先生の受け入れを減らす

空き家を何らかの施設に
する

子どもが安全に遊べる柵
等つきの園をつくる

高齢者に優しいまちづく
り

長生きできるような町を
つくる

小学校・保育園からの英
語の授業の義務化

東京五輪に向けて外国人
が来ても困らないように
グローバル化

＜介護＞介護需要は必ず
増える。給与や職業とし
てのサービスの見直し

＜介護＞高齢者が元気に
暮らせるまちづくり（健
康な体→適度な運動）

介護士の公務員化

＜災害＞地域コミュニ
ティの強化(災害時におけ
る人と人との助け合い)

＜あつい＞エコの歌をつ
くり環境意識をつける

エコのロックミュージッ
クを作る

＜高齢化社会＞定年の延
長→長く働ける環境

定年退職制度を上限を上
げ年金受給年数を減らす

＜財政＞地方特別税（市
民に納得してもらえるよ
うな税）

税の用途を表明

公務員の競争をさせる
（民間同様）教師など…

教職の定員を絞る

<少子化>婚活サポートの
充実(ブライダル業界と連
携し子育て世帯を増やす)

「結婚したい」を応援す
る

＜少子高齢化＞子育てし
やすいまちづくり
（WLB、待機児童、収
入、交通アクセスなど）

育休・産休を経済支援

結婚のための資金援助

子どもを独占

＜職種＞強みのある産業
作り（第１産業ならそれ
の強化。まつどならでは
の強み）

農業を若者向けにアピー
ル

20～40代の農家に資金援
助

企業の競争緩和。育休・
産休の取得強化

残業を減らす（法的に）

＜自然＞空き家の有効活
用（足りないものを足し
ていく）

余剰生産物の再利用（資
源の再利用）

教育の拡充（高齢者の方
への尊敬や、個人の尊厳
の教育）

再生エネルギーの利用・
開発。地熱をうまく活用
できない（資金・場所が
問題）

公的資金の費用見直し

冷房による電気需要増加
や地球温暖化の原因とな
るため、夏休みの期間を
若干増やしその代わり土
曜を授業とする。冷房を
使わない

子どもの心理的ケア施設
の設備拡大

子育てにかかる費用手当
の充実。税金免除や教育
費負担

子育て

財政

病院

介護施設

高齢者労働

長生きできる街

高齢者健康

介護士公務員

イベント

災害

働き方 教育

新産業就業体験
交通 公園・施設

ごみ・３Ｒ

育成

空地

空き家

美化・浄化

緑

温暖化啓発

エネルギー
農業・食料

高齢化教育
まつど未来
ワークショッ
プ（中高大学
生対象）の政
策提言
2017.10.14

1班 中2男1・
女3、大2男1

2班 中2男1・
女3、大2男1

3班 中2男1・
女2、大2男1

4班 中2男1・
女2、大2男1

5班 大1男1、
大3男2、大4男1
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にしのおもて未来ワークショップでの事前／事後アンケート結果より抜粋
（2018.8.29 中学生15名、高校生22名参加）

栗島英明・谷田川ルミ・中井美和「にしのおもて未来ワークショップ報告資料」2018 年11 月6 日

にしのおもて未来ワークショップでの事前／事後アンケート結果より抜粋
（2018.8.29 中学生15名、高校生22名参加）

栗島英明・谷田川ルミ・中井美和「にしのおもて未来ワークショップ報告資料」2018 年11 月6 日
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東北大学大学院環境学研究科における実験ワー
クショップ（2017年7月13日）

実験ワークショップ参加者 東北大学大学院環境学研究科集中講義「先
進社会環境学演習Ⅰ」の受講者41名（おもに理系）

ワークショップの進行
アイスブレーク（マトリクス自己紹介、並び替え）
仙台市長に提言したいことのアイディア出し、とりまとめ
仙台市の未来カルテの説明（項目ごとにメモ取り時間を設ける）

未来カルテを踏まえて仙台市長に提言したいことのアイディア出し、
とりまとめ

＜アイディア出しに当たっては、ワールドカフェ方式で他班に移動し、
途中で他班の作業状況を見る時間を設けた＞

実験ワークショップをつうじて、未来カルテ情報（持続可能性アセスメ
ント情報）の公共的市民育成効果を確認した。
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中心部限定の簡易タク
シー

ウーバー導入

タクシープールの増設

地下鉄をもっと海側まで
延ばして利用者を増やす

ICSCA学割

仙台市中の道路を走る自
家用車を制限し、自家用
車を利用している人に地
下鉄を利用させる

混雑する道路では路駐禁
止、時間帯によって走行
用、タクシー用、バス用

学校の始業時間を一時間
遅くする

○時間まで無料の駐輪場
の整備

銀杏をフルーツの木にし
て観光地化

銀杏対策 落ちる、落ち
た頃に清掃、あらかじめ
摘み取り

秋も路面の清掃を行う

仙台市内のシンボル（タ
ワーなど）

市内に銭湯（やすらぎの
湯）

駅沿線の観光スポットを
設定し広報する

観光客は公共交通機関を
安く使える（観光地の活
性化）

観光地循環バス（温泉地
の松島など）夏期、GWな
ど

海側にニュータウンを計
画する 大きい公園もジ
ムも市営のスポーツ施設を中

心部に作る

河川敷に運動場を整備

ごみの分別方法を簡便化
し、厳しくする

仙台市の最低賃金を1000
円にする

夜間の警護（住宅地周
辺）

青葉山の開発（飲食店な
ど）

遊べるエリアを駅周辺以
外にも作る→人の過密化
を抑える

東北大学川内キャンパス
近くに飲食店やカラオ
ケ、雀荘を誘致する

観光地、名所のアピール
（ツアー等）

電動自転車の貸し出し台
数を増やす

Dateバイクみたいなのを
もっと大規模に行いみん
なが手軽に使えるように
する

自動車専用道路を作り、
自転車を優遇

自転車通勤補助金→渋滞
対策

住宅街は道狭いから広く
してほしい

銭湯作ろうぜ計画 交通
の便が比較的優れている
地下鉄の駅付近に銭湯を
つくります。

銭湯が少ない（市内）
（スーパー銭湯など）の
で、設置すべき

街の拡大と銭湯開発

駐輪場が少なく原付や自
転車が多いことを考える
と無料の駐輪場も多くす
べき

地下駐輪場をつくる

公共交通網の拡大

道路網の整備 中心部への車の乗り入れ
の禁止

仙台を囲むような環状線
を作る道路

キャッチ禁止の条例を作
る 繁華街の管理を重視する

プロパンガス→都市ガス
の整備

広瀬、青葉通バス運行本
数の増加

学生は地下鉄半額にする
制度

自転車通勤を増やすため
に電動自転車補助

タクシーの数を規制

空き家をつぶして何かす
る

八木山にコンビニ増やす

くま倒した人に賞金

高速道路の規制されると
きが多い

仙台駅近郊以外の娯楽施
設

地下鉄東西線近くの発展

道路の改修

タクシーエリアをしっか
り決める

路駐見つけて通報したら
賞金

道路を広くして路駐エリ
アを設ける

交通マナー強化期間みた
いなのを設けて定期的に
取り締まる

最低賃金の引き上げ

公共交通機関の利用料金
の引き下げ

国分町クリーン大作戦

ごみの分別を徹底し、焼
却コストを減らして、ゴ
ミ袋を安くする

新キャラに賞金

人を分散させるため郊外
に何かつくる

公共施設を増やすことに
より人の密集を減らし、
市民交流を活発に

路面凍結前に除雪車投入
と凍結防止剤散布（初動
対応を素早く）

有料ゴミ袋を廃止して、
分別を促す

ごみを分別しやすくする
それ用の回収箱をゴミ捨
て場に設置するとか

イチョウの木の伐採によ
りやや減少させる

知事のバーターをつねに
サンドイッチマンにして
宮城をアピール

ベニーランド廃業＆新規
レジャー施設

郊外にレジャーランドを
つくる

大型商業施設の誘致、増
設の検討 観光施設の活
性化

24時間居酒屋を増やす

自転車の駐輪場を増や
し、料金を安くする

駐輪、駐車設備の増加、
無料化の政策

小学生に交通安全標語を
つくらせウインカーを出
せと促す

仙台市内における道路整
備広く、わかりやすく

仙台市内における交通
ルールを警察の取り締ま
りで徹底する

地下鉄利用でポイント10
倍

地下鉄をはりめぐらしバ
スの台数を減らしてい
く。

道路整備

交通マナー
路駐取締

自転車

公共交通機関

地下鉄

バス 4件イクスカ 2件

タクシー

繁華街の治安美化

道路改修
凍結防止

運動施設

大型店誘致

密集防止銭湯

観光 シンボル

娯楽施設

大学周辺開発

最低時給値上げ
広報くまいちょう

ごみ分別

その他

未来カルテ講義前の政策提言
2017年7月13日
＠東北大学大学
院環境科学研究
科

18件

10件

6件

5件

9件 2件

4件

11件

6件

10件

4件

2件

5件

6件

5件

8件

8件

3件

17件

21件

9件

27件

未来カルテ講義前
の政策提言

現在の自分の生活領域
の利便性の向上に主な
関心がおかれている。

とくに交通関係が約半
数を占めている。

燃料電池など環境関係
の研究をすすめている
大学院生も多く参加し
ていたが、その内容は
政策提言に反映されて
いない。
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公共施設の集約化

65歳以上の医療負担費を
増やす

バス路線の一日当たり盛
者数の一定基準を下回っ
たらデマンドタクシーに
転換する

原付免許を持てる年齢を
引き下げ、多くの子ども
が多くにある学校に行け
るようにする

水素社会実現のためのプ
ラットフォームづくり
（燃料電池、電気分解を
コアとした社会の実現）

国際木材チップの優先買
い付けにより林業従事者
の収入を増やす（バイオ
マス燃料用）

宮城発の農業会社 農業
強化宮城ブランド

地下鉄の駅近くの家、マ
ンションに人々を住まわ
せるようになる

住みやすく就業しやすく
するため地下鉄新設など
郊外へのアクセス(車以外
でも）をよくする

保育施設への投資は中心
市街地よりも郊外への投
資を重視する

運動場、公園と一体と
なったコミュニティづく
り

学校の開いている場所
時間を使ってジム？ 若
者向け、高齢者向け

健康な人を増やす（病院
の自費化（生活習慣
病）、たばこ税）

新卒に対して住居や奨学
金返済の補助手当を付
け、仙台への生産年齢人
口を増やす

学校で仙台に魅力がある
ことを示し、若者に仙台
に残ってもらう。

長期間使われない空き家
を解体し、その跡地に
ソーラーパネルを設置で
きるように促進する

独身税

医療、介護従事者の待遇
改善

ICTの導入により労働生産
性向上（とくに第3次産
業）

ストックの維持管理を長
期的に賄えるような資産
運用

使われない道路を廃止し
ていく。

バリアフリーなまちづく
り

65歳以上の人の社会貢献

公有財産→未使用施設、
空き家の利用 介護、医
療施設に回すとか

介護を学ぶ人のための奨
学金

農作物、加工品（酒）の
海外輸出促進

若者向けの街コンをより
多く企画

子どもを育てやすいよう
に補助金や保育所の充実

住宅街周辺（家賃安いと
こ）にもレジャー施設や
スーパーなどを増やす

人口減・若者の地域事業
への参加を促す→帰属意
識

風が強いことを活かして
風力 海があることを活
かして潮力

再生可能エネルギー開発
導入への補助金

産業機械の開発に視点を
向けた教育

他の市との連携協定をつ
くる

保育／教員のあまり→出
生率低下→子育てしやす
い環境作り、育休、補助
金など？

教育者を減らして他の職
に就く人数を増やして生
産性を高める

農業従事者の増加を促す
ため後継者を作るための
システムを作る。農業学
校を多く作る。

公共交通網の充実（特
に、バス、電車；車を減
らす）

大人向けの食育

スポーツ、アクティビ
ティの活性化と情報発信

介護従事者が増加すると
少ない生産人口がもった
いないのでロボットなど
の策を導入する

お年寄りがアルバイト
（仕事）しやすい社会環
境作り

介護学校を増やし、増加
する要介護者を助けよう

高齢者のためにやっぱ銭
湯作ろう

病床施設を増やす、もし
くは介護受給者のための
大きな施設を郊外に作る

シルバー向けのテナント
施設を増やす

結婚補助金

地熱発電の推進（蔵王と
か？）

農家の後継者に補助金

食料は輸入に頼るものは
頼る

副業農家の推進、補助金
宮城産農作物のブランド
力向上に向けたPR活動の
強化（農業人口の改善）

技術性が高い機械を農民
に推薦して効率を上げる

廃校等の農地化

賃金の向上、現在、低賃
金の職の給料を上げる

産業の活性化 企業の補
助金を出す

将来不足すると考えられ
る仕事の給料や待遇を良
くし、過剰に思われる仕
事の条件を下げる

住みよい街作り 道路を
広く、緑を植える

住宅シェアリングなど新
たな価値創造(遊休資産の
有効活用）

たばこ税の増税（健康寿
命の増進、病床数の改
善）

少子高齢化対策として育
児支援

移民の受け入れ ０～50
歳の外国民受け入れによ
り生産年齢人口を増加さ
せる

介護職の待遇向上、施設
整備の充実

就労者の働き方改善（定
時退社、効率改善、自宅
介護の促進）

教育一人当たりの生徒数
が減るので、教育を充実
(少人数教育など）

保育士･教員に介護士の資
格取得の補助

シニアスクールの設置
（保育士余りの改善、保
育士＝子どもを世話する
という概念の変化）

教師の数を減らしてその
分を介護へ

介護士の賃金向上

医療、介護の資格を取り
やすくする

公的財産を売って民間に
ゆだねる

集合住宅を増やしてイン
フラ整備をしやすくする

日頃の活動によりボケを
防止し、施設に入らせな
い

定年後の農業支援 ボケ
対策

田んぼを壊さない

バイオマス熱利用に着手
する

小学校･中学校統合→校舎
の病院とか グランドの
農地

高齢者に対する医療費が
高まるため年金を減らし
医療費に充てる

車とか原付とか交通手段
のシェア

保育園を老人ホーム化

イキイキ運動によって自
立させる在宅介護の充実 医師を

増やす 要介護等基準の
明確化

高齢者の知恵を吸い出す

安楽死

若者が仙台から出て行か
ないように 娯楽施設を
充実させる

仙台市郊外に企業の工場
誘致（助成金、最初の数
年は法人税減額）

外国人労働者の受け入れ

新幹線の割引（観光地と
してのアピール）

キャッチフレーズ「田舎
でのびのび」

住宅を集めてムダな土地
を減らす

建設業はインフラの改修
などで必要 補助金をだ
す

農地を無料で貸し出し
共同で農作物を作ること
で、耕地を守る

学校教育で農業体験 農
業に関する教育

農業従業者数の減少対策
として農業従業者への補
助金制度を創設

農業の雇用を促進アピー
ル

再生可能エネルギーの積
極的導入導入促進（市独
自の太陽光パネル、蓄電
池助成金）

太陽熱エネルギーを使っ
た熱化学サイクル技術の
導入

定年の年齢を引き上げる
脳トレによるボケを抑え
る

高齢の労働者を大切にす
る（賃金、環境等）

生活習慣病等の医療費一
部自費化

利益の少ない市の土地を
民間に売却

高齢になっても働ける
人、働きたい人への仕事
紹介

人口の増加のために他県
からの転入を薦める 職
の紹介や住宅など

空いた建造物を老人ホー
ムへ改修

介護士や医師のための助
成金や目指す学生への無
利子の奨学金

医療、介護施設･設備従事
者の増加

介護士の支援を手厚く
し、介護士になりたい人
を増やす

子どもを産んでもらうた
めに2人以上子どもがいれ
ば税金など安くする

再生可能エネルギーの利
用割合の増加

バイオマス発電への参入
を農家とともにとりくむ

燃料電池による自然エネ
ルギーの利用を広げてい
く

空き家や空き農地をつぶ
して太陽光パネルや風力
発電機を設置

農地(更地）を市が買い
取って大規模な耕地をつ
くり人を雇って働かせる農家で跡継ぎを募集して

いるところは仙台市が代
わりに広告活動をする

農業、林業のための海外
に負けないための支援や
補助、相談所など

学力ごとにクラスを分け
て、学習の競争を促す

子どもための安心安全の
街作り＋公園を増やす＋
保育･幼稚園

未来カルテ講義後の政策提言

2017年7月13日
＠東北大学大学
院環境科学研究
科

人口

保育

高齢化

農林業

その他

まちづくり

再エネ

産業

公共施設

公共交通

原付

就業構造
労働環境

若者

移民・転入

教育

高齢化に伴い公共交通機
関（特にバス）の発達

高齢化に伴って事故が増
えるので、交通マナーの
改善、タクシーの整備

集約化

シェア

バリアフリー

知恵
農業へ

交通

介護ロボ

介護人材育成

医療費

高齢者向け施設

介護施設 病院 健康維持

介護士待遇改善

高齢労働

教育

農地

効率化

後継者

ブランド化

従事者支援

大学院生41名参加
7班に分かれて実施
（色は班を示す）

税･補助金 ふたりっこ

安楽死
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未来カルテ講義後
の政策提言

将来のことを考え、ま
た、さまざまな世代や
産業のことを考えた政
策提言に進化した（時
間的視野、空間的視野
の広がり）

自らの研究分野（エネ
ルギー）にも絡めた提
言が行われた

高齢者増加を踏まえた
交通整備、若者に仙台
の魅力を伝えて人口流
出を防ぐなど、交通・
若者に関する提言も公
共性を帯びたものに
なった

分野間をまたがる提言
が行われた
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物理的な資本基盤（人的・人工・自然）については、このまま推移する
場合の近未来の状況を予測することは、ある程度できるのではないか。

その予測を「気づきのための予測」として、将来あるべき姿との乖離を
どのように埋めるのかという形での、バックキャスティング型政策形成
に用いることができる。これは、長期的な視点での政策形成に寄与する。

また、地域の将来を担う若い世代にこのような政策形成に参加してもら
うことによって、公共的市民を育成する効果が期待できる。
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